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今
年
で
二
十
回
を
む
か
え
た
全
日
本
仏
教
徒

会
議
は
約
半
年
に
わ
た
る
関
係
者
の
努
力
が
実

り
、
さ
る
十
月
一
、
二
、
三
日
に
わ
た
り
青
森

市
に
お
い
て
盛
大
に
開
か
れ
た
。

　
一
日
夜
に
は
高
田
好
胤
薬
師
寺
管
長
の
記
念

講
演
を
中
心
に
前
夜
祭
が
、
二
日
は
市
民
会
館

で
式
典
、
総
会
、
各
部
会
。
三
日
は
蓮
華
寺
に

お
い
て
総
会
と
閉
会
式
典
で
幕
を
下
ろ
し
た
。

　
仏
教
徒
会
議
に
つ
い
て
そ
の
あ
り
方
な
ど
い

ろ
い
ろ
と
意
見
の
多
い
昨
今
で
は
あ
る
が
、
や

は
り
地
方
仏
教
会
に
お
い
て
は
こ
の
様
な
形
式

の
大
会
で
も
大
い
な
る
効
果
の
あ
る
も
の
で
あ

る
。
今
年
の
青
森
県
、
昨
年
の
香
川
県
、
一
昨

年
の
新
潟
県
と
い
い
、
大
会
を
や
っ
た
県
仏
教

会
は
明
ら
か
に
そ
の
強
化
、
拡
充
に
成
果
を
上

げ
て
い
る
。
県
外
参
加
者
の
姿
勢
に
問
題
あ
り

と
の
声
も
聞
か
れ
る
が
、
こ
れ
は
い
か
に
大
会

の
形
式
を
変
更
し
よ
う
が
変
わ
る
も
の
で
は
あ

る
ま
い
。
た
だ
、
会
議
を
充
実
さ
せ
、
重
き
を

置
く
よ
う
に
も
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は

当
然
で
あ
ろ
う
し
、
現
に
野
仏
の
制
度
調
査
委

員
会
（
現
在
は
機
構
改
正
案
起
草
委
）
で
も
そ

の
こ
と
は
検
討
さ
れ
て
い
る
。
が
、
こ
れ
も
急

に
で
き
る
問
題
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
へ
の
暫

定
的
期
間
が
必
要
で
あ
る
。
現
状
で
は
一
応
の

成
果
あ
る
現
大
会
を
踏
襲
し
、
新
し
い
趣
向
、

観
点
に
た
っ
て
し
ば
ら
く
は
今
の
ま
ま
の
大
会

を
よ
り
密
度
あ
る
も
の
に
し
な
が
ら
続
け
る
こ

と
が
望
ま
し
い
、
と
の
意
見
が
聞
か
れ
る
。
多

く
の
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
今
大
会
を
振
り
か

え
る
と
き
、
東
会
長
の
努
力
に
は
頭
が
下
り
、

青
森
県
仏
内
に
お
け
る
僧
俗
一
体
と
な
っ
て
の

事
業
推
進
の
姿
勢
に
理
屈
抜
き
の
仏
の
み
教
え

を
見
出
し
た
。
暴
言
展
も
回
を
重
ね
る
に
し
た

が
っ
て
、
盛
況
を
呈
し
、
ま
た
記
念
事
業
の
一

つ
、
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
へ
の
難
民
救
済
基
金

は
各
百
万
円
、
イ
ン
ド
日
本
寺
建
設
基
金
と
し

て
五
十
万
円
が
贈
呈
さ
れ
た
こ
と
。
沖
縄
仏
教

会
の
全
署
加
盟
に
続
い
て
大
会
へ
の
参
加
等
と

今
大
会
の
特
色
の
一
つ
が
う
か
が
え
る
。
な
お

提
出
さ
れ
た
各
議
題
に
つ
い
て
は
す
べ
て
採
択

さ
れ
、
そ
の
詳
し
い
報
告
は
議
事
録
の
完
成
を

ま
っ
て
後
日
に
本
紙
上
に
お
い
て
発
表
す
る
。

ま
た
、
三
日
の
総
会
に
お
い
て
夷
京
ブ
デ
ィ
ス

ト
ク
ラ
ブ
よ
り
「
中
国
仏
教
界
の
調
査
と
交
流

観
究
の
件
」
に
つ
い
て
質
問
的
提
案
が
な
さ
れ

そ
れ
に
つ
い
て
柳
国
際
局
長
が
以
前
の
中
国
仏

教
会
と
の
交
流
状
況
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

答
弁
し
た
。
な
お
、
台
湾
の
仏
教
会
よ
り
は
、

中
国
と
の
国
交
正
常
化
に
つ
い
て
全
優
宛
に
抗

議
文
が
き
て
お
り
、
こ
れ
は
慎
重
を
要
す
る
た

め
充
分
な
検
討
が
な
さ
れ
た
上
で
回
答
を
出
す

予
定
で
あ
る
。

今
大
会
の
宣
言
お
よ
び
決
議
文
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。宣

暫

　
わ
れ
ら
仏
教
徒
は
、
自
ら
篤
く
三
宝
を
敬
い

仏
陀
の
大
慈
悲
の
精
神
の
も
と
、
祖
国
復
帰
を

果
し
た
同
胞
沖
縄
県
民
の
長
い
労
苦
を
し
の
び

併
せ
て
多
極
化
せ
る
内
外
の
情
勢
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
人
間
尊
重
を
基
調
と
し
た
社
会
の

繁
栄
に
向
っ
て
努
力
し
、
本
大
会
に
お
け
る
成

果
を
意
義
あ
ら
し
め
ん
こ
と
を
誓
う
。

右
、

宣
言
す
る
。

昭
和
四
十
七
年
十
月
三
日

第
二
十
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

　
　
　
　
　
　
　
青
森
大

決

議

会

わ
れ
ら
は
、
宗
派
の
教
義
と
信
仰
を
護
持

顕
揚
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
地
域
仏
教

（
超
満
員
の
市
民
会
館
ホ
ー
ル
）

　
会
を
通
じ
て
組
織
的
全
一
仏
教
運
動
を
よ

　
り
強
力
に
推
進
し
日
本
仏
教
の
確
立
を
期

　
す
る
Q

一、

墲
黷
轤
ﾍ
、
仏
教
の
理
念
と
道
徳
を
よ
く

　
理
解
し
、
地
域
粒
会
に
お
い
て
寺
院
と
檀

　
信
徒
一
体
と
な
り
、
健
全
に
し
て
豊
か
な

　
社
会
を
造
る
た
め
指
導
的
役
割
を
果
た
す

　
こ
と
を
期
す
る
。

一、

墲
黷
轤
ﾍ
、
全
一
仏
教
運
動
に
お
け
る
仏

　
教
婦
人
の
使
命
を
認
識
し
仏
教
精
神
に
基

　
づ
く
青
少
年
育
成
と
幸
福
な
家
庭
づ
く
り

　
を
期
す
る
。

　
右
決
議
す
る
。

　
　
　
昭
和
四
十
七
年
十
月
三
日

　
　
　
　
第
二
十
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
森
大
会
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第
二
十
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
青
森
大

会
開
催
に
あ
た
り
、
関
係
各
位
に
多
大
な

る
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
全
一
仏
教
運
動
推
進
の
た
め

御
尽
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

合
掌

財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

　
　
会
　
　
長
話
藤
泰
舜

　
　
理
事
長
鈴
木
　
　
悟

　
　
事
務
総
長
　
麻
布
　
照
海

ノ
’
雛

懇
諭

議

　
こ
の
た
び
韓
国
に
お
い
て
仏
教
図
書
館
を
設

立
す
る
こ
と
と
な
り
、
協
力
要
請
を
受
け
た
全

仏
で
は
広
く
贈
書
協
力
を
よ
び
か
け
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
さ
る
五
月
、
韓
国
に
お
い
て
、
韓

国
仏
教
各
宗
代
表
老
会
議
が
開
か
れ
、
ソ
ウ
ル

市
龍
山
区
の
仏
教
セ
ン
タ
ー
内
に
韓
国
仏
教
図

書
館
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
が
、
ほ
と

ん
ど
日
本
出
版
の
仏
書
に
依
存
し
て
い
る
現
状

か
ら
、
韓
日
仏
教
親
善
協
会
（
李
能
書
会
長
）

よ
り
全
仏
に
仏
教
図
書
寄
贈
力
の
協
力
要
請
が

あ
っ
た
も
の
。

　
全
町
で
は
、
常
務
理
事
会
に
計
り
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
両
国
親
善
、
仏
教
興
隆
の
た
め
群

書
運
動
推
進
を
議
決
し
、
さ
ら
に
さ
き
の
全
仏

青
森
大
会
に
お
い
て
も
「
韓
国
に
お
け
る
仏
教

図
書
館
設
立
に
対
し
て
贈
書
運
動
に
協
力
し
よ

う
」
の
議
案
を
提
出
し
、
万
場
一
致
賛
成
を
見

た
。
　
目
標
部
数
を
約
一
万
部
と
し
て
、
す
で
に
加

盟
団
体
並
大
学
等
関
係
各
力
面
に
寄
贈
協
力
の

譲
騒

瀞
．

依
頼
を
し
、
早
速
に
六
件
百
部
余
り
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
が
、
日
本
仏
教
の
名
に
お
い
て
も
数

多
く
の
仏
書
を
韓
国
に
贈
り
た
く
、
多
く
の
方

々
か
ら
の
戦
書
協
力
を
切
望
し
て
い
る
。
収
集

場
所
は
全
仏
国
際
局
宛
で
あ
る
。

　
な
お
、
韓
国
か
ら
の
依
頼
状
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

　
貴
国
並
に
貴
会
の
永
久
な
る
繁
栄
を
真
心
よ

り
御
祈
り
串
し
上
げ
ま
す
。

　
就
き
ま
し
て
は
一
七
〇
〇
年
前
－
仏
教
が
韓

国
へ
輸
入
さ
れ
て
以
来
古
代
三
国
時
代
か
ら
、

新
羅
統
一
時
代
を
経
て
高
麗
代
ま
で
の
一
千
余

年
間
は
政
治
、
経
済
、
文
化
、
教
育
、
軍
事
に

至
る
ま
で
仏
教
に
因
ら
ぎ
る
な
く
李
氏
朝
鮮
に

至
り
、
や
や
崇
磁
器
仏
政
策
と
い
っ
た
も
の
の

そ
れ
は
一
時
的
の
現
象
で
あ
っ
て
ほ
と
ん
ど
歴

軸3
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代
朝
野
の
深
き
信
心
が
絶
え
な
い
実
情
に
ひ
ぎ

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
韓
国
仏
教
は

今
や
韓
民
族
の
精
髄
に
な
り
、
韓
国
文
化
の
精

彩
で
も
あ
る
わ
け
で
O
ざ
い
ま
す
。
特
に
終
戦

後
は
民
族
解
放
の
虚
脱
を
満
た
す
唯
一
の
求
心

点
の
必
然
的
な
追
求
と
な
り
知
識
人
、
文
化
人

学
生
、
一
般
社
会
層
の
仏
教
に
対
す
る
飛
躍
的

な
研
究
熱
は
非
常
な
次
第
に
O
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
に
到
り
つ
つ
も
、
遺
憾
な
が

ら
に
も
知
識
源
た
る
仏
教
図
書
の
供
給
策
が
殆

無
な
る
実
情
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
情

に
鑑
み
従
来
韓
国
仏
教
指
導
層
で
は
、
異
口
同

説
に
仏
教
図
書
館
設
立
の
願
い
が
高
か
っ
た
訳

で
O
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
仏
教
図
書
館
は
、
も

ち
ろ
ん
超
宗
派
的
で
大
衆
的
な
、
い
つ
、
ど
こ

で
、
誰
で
も
手
軽
く
利
用
せ
し
め
、
凡
国
民
的

仏
教
教
養
を
向
上
促
進
せ
し
め
る
役
割
の
図
書

館
と
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
き
た
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
願
い
の
一
端
が
遂
に
さ
る

五
月
二
十
七
日
本
会
議
室
に
お
い
て
、
韓
国
仏

教
各
宗
派
代
表
者
会
議
を
も
つ
こ
と
に
な
り
ま

し
て
、
即
日
に
歴
史
的
“
仏
教
図
書
館
設
立
委

員
会
”
が
発
足
さ
れ
ま
し
た
次
第
で
む
ざ
い
ま

す
。　
だ
が
実
に
国
内
仏
教
人
の
対
象
と
す
る
仏
教

図
書
は
ほ
と
ん
ど
貴
国
出
版
の
仏
書
に
頼
る
他

に
な
い
実
情
に
O
ざ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
お
い
て
韓
日
仏
教
親
善
の
よ
り
深
き

契
縁
を
提
高
ず
る
意
味
に
お
い
て
も
、
貴
国
の

仏
書
寄
贈
を
痛
感
す
る
次
第
で
O
ざ
い
ま
す
。

ゆ
え
に
、
特
に
御
願
い
致
す
べ
き
は
、
真
に
御

迷
惑
な
が
ら
貴
会
よ
り
貴
会
の
加
盟
宗
派
並
に

団
体
へ
、
本
会
へ
の
仏
教
図
書
寄
贈
運
動
に
対

す
る
積
極
的
御
協
力
を
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　
而
し
て
、
こ
の
契
縁
が
民
族
と
国
士
が
両
分

さ
れ
、
今
な
お
歴
史
的
試
練
に
処
せ
ら
れ
た
韓

国
仏
子
等
の
輩
よ
り
輩
固
な
信
心
と
願
力
の
発

揚
に
決
定
的
契
機
な
ら
し
め
た
き
哀
情
を
御
了

解
下
さ
れ
た
く
御
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
O

ざ
い
ま
す
。
終
り
に
御
参
考
ま
で
に
“
仏
教
図

書
館
設
立
委
員
会
”
の
役
員
を
添
え
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　
　
仏
教
図
書
館
設
立
委
員
会
役
員

　
委
員
長
（
曹
渓
宗
）
李
　
能
嘉

〃〃〃〃〃委

　　　　　員
ズへ　　　ノへ　　　ノヘ　ノへ

仏法円天王真
上長豊麗古覚
虐　也　仁ゴ　仁シ　虐　虚
刀く不二く刀く：旨くホ
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髭男』文墨安孫

泓鎮翔燗興大
皇漢燥詰徳錬

〃〃一
九
七
二
年
六
月
十
六
日

（
東
大
仏
大
学
長
）
徐
　
京
保

（
仏
教
セ
ン
タ
ー
代
表
）
張
　
敬
浩

　
韓
日
仏
教
親
善
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
李
能
嘉

墳
墓
地
貸
付
業
に
つ
い
て

　
全
仏
税
制
特
別
委
員
会
で
は
法
人
税
法
施
行

令
一
部
改
正
を
要
求
す
る
陳
情
書
並
び
に
墳
墓

地
貸
付
業
に
関
す
る
疑
義
に
つ
い
て
草
案
を
検

討
し
て
き
た
が
、
広
く
宗
教
界
全
般
に
わ
た
る

問
題
で
あ
る
と
い
う
見
地
か
ら
、
こ
れ
を
日
本

宗
教
連
盟
の
名
に
お
い
て
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
さ
る
九
月
七
日
に
は
税
制
特
別
委
員
会

委
員
長
鈴
木
敏
範
氏
、
副
委
員
長
郡
司
博
道
氏

組
織
文
化
局
長
新
間
信
雄
氏
、
部
長
岩
脇
宏
信

氏
が
文
化
庁
宗
務
課
を
再
度
尋
ね
全
採
算
の
要

請
に
よ
り
佐
伯
信
男
課
長
が
案
内
に
た
ち
、
大

蔵
省
主
税
局
税
制
第
一
課
を
訪
問
し
た
。
伊
豫

田
敏
雄
課
長
と
面
談
し
て
腹
蔵
な
い
意
見
を
種

々
交
換
し
、
宗
教
界
特
に
仏
教
寺
院
の
実
情
に

つ
い
て
理
解
を
求
め
た
。
翌
八
日
の
日
本
宗
教

連
盟
理
事
会
に
お
い
て
郡
司
博
道
氏
よ
り
法
人

税
法
に
関
す
る
陳
情
問
題
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
宗
教
界
共
通
の
利
害
問
題
と
い
う
こ
と
で

宗
連
と
し
て
も
特
別
委
員
会
を
設
置
し
税
制
に

対
処
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
十
月
六
日
の
宗
連

特
別
委
員
会
お
よ
び
理
事
会
の
議
を
経
て
左
の

墳
墓
地
貸
付
業
に
関
す
る
質
問
状
が
決
り
ま
つ

所
轄
の
文
化
庁
を
通
じ
文
部
大
臣
宛
に
提
出
し

た
。
目
下
そ
の
回
答
待
ち
で
あ
る
。

　
法
人
税
法
施
行
令
第
五
条
第
五
号
（
二
）
の

　
宗
教
法
人
の
行
な
う
墳
墓
地
貸
付
業
に
関
す

　
る
疑
義
に
つ
い
て

　
標
記
の
件
に
つ
い
て
左
記
の
よ
う
な
疑
義
が

生
じ
ま
し
た
の
で
御
教
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

文
書
を
以
て
御
回
答
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
記

　
神
社
・
寺
院
・
教
会
等
が
「
墓
地
埋
葬
等
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
営
む
墳
墓
地
及
納

骨
堂
は
、
当
該
法
人
が
そ
の
教
義
に
基
き
宗
教

活
動
の
一
か
ん
と
し
て
そ
の
信
徒
の
用
に
供
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
Q
し
た
が
っ
て
法
人

税
法
施
行
令
第
五
条
第
五
号
（
二
）
の
宗
教
法

人
の
行
な
う
不
動
産
貸
付
業
（
墳
墓
地
貸
付
業
）

と
は
実
質
的
に
異
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
つ
い
て
は
同
政
令
に
言
う
、
墳
墓
地
貸
付
業

の
範
囲
を
具
体
的
に
御
教
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
昭
和
四
十
七
年
十
月
七
日

　
　
　
　
　
財
団
法
人
　
日
本
宗
教
連
盟

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
坂
田
安
儀

　
文
部
大
臣
　
稲
葉
　
　
修
殿

畠
昌
■
一
言
言
言
■
ら
ー
ー
臨
畠
一
一
言
3
。
6

文
化
専
門
委
員
会
開
催

智
・
．
9
◆
3
昌
ロ
昌
引
言
冒
．
3
・
亀

　
さ
る
十
月
二
十
三
日
、
専
門
委
員
会
を
開
催

し
、
次
の
二
事
項
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
教
化
担
当
者
会
議
は
十
二
月
初
旬
京
都
に
各

宗
の
教
化
担
当
者
が
参
集
し
て
、
各
宗
独
自
の

教
化
運
動
の
実
状
報
告
を
相
互
の
参
考
に
資
し

ま
た
各
宗
が
全
一
仏
教
運
動
に
も
目
を
向
け
て

布
教
教
化
の
展
開
に
つ
い
て
、
講
師
の
問
題
提

起
を
基
に
研
究
す
る
予
定
。

　
中
央
講
習
会
は
、
税
法
施
行
令
の
改
正
に
と

も
な
い
、
文
化
庁
等
と
も
タ
イ
ア
ヅ
ブ
し
て
税

制
問
題
、
法
人
実
務
に
つ
い
て
講
習
す
る
。
来

春
東
京
で
開
催
す
る
予
定
。

　
な
お
、
当
日
出
席
者
は
、
真
渓
、
白
川
、
摩

尼
、
塩
入
、
中
村
、
中
根
、
島
田
各
氏
で
あ
っ
た
。
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昭和47年11月1日

長
野
県
仏
大
会
盛
会

第
十
九
回
安
曇
大
会

　
さ
る
十
月
二
十
九
日
、
長
野
県
南
安
曇
郡
の

豊
科
町
公
民
館
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第

十
九
回
長
野
県
仏
教
徒
会
議
安
曇
大
会
が
県
下

寺
院
住
職
、
檀
信
徒
千
野
立
が
結
集
し
て
盛
大

に
催
さ
れ
た
。

　
稚
児
に
よ
る
散
華
の
舞
に
始
ま
っ
た
法
要
は

正
面
に
法
輪
と
釈
尊
の
立
像
を
安
置
し
、
都
筑

会
長
を
導
師
に
世
界
平
和
、
交
通
安
全
祈
願
、

戦
没
者
慰
霊
供
養
が
厳
粛
壮
厳
に
営
ま
れ
た
。

　
総
会
に
入
っ
て
、
過
去
二
十
有
五
年
県
仏
会

長
と
し
て
尽
力
、
多
大
の
功
績
を
残
さ
れ
た
前

会
長
半
田
孝
海
師
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

つ
い
で
佐
藤
泰
舜
全
仏
会
長
の
祝
辞
が
、
新
間

局
長
に
よ
り
代
読
さ
れ
た
。

　
議
事
に
入
っ
て
、
次
の
提
案
議
題
が
討
議
さ

れ
採
決
さ
れ
た
。

一、

e
の
手
で
仏
壇
を
き
れ
い
に
し
よ
う
。

二
、
今
日
に
お
け
る
仏
教
徒
の
使
命
の
再
確
認

　
　
に
つ
い
て
。

三
、
寺
院
の
後
継
者
を
育
成
し
よ
う
。

四
、
寺
院
共
済
組
合
の
拡
充
強
化
を
。

　
昼
食
清
興
の
あ
と
、
政
治
評
論
家
藤
原
弘
達

氏
の
「
時
事
放
談
」
と
題
す
る
記
念
講
演
が
行

な
わ
れ
、
最
後
に
大
会
宣
言
文
を
発
表
し
て
閉

会
し
た
。

　
な
お
、
長
野
県
仏
で
会
長
、
事
務
局
が
次
の

よ
う
に
変
更
に
な
っ
た
。

会
　
長
　
都
筑
玄
妙
師
（
善
光
寺
大
勧
進
）

事
務
局
　
長
野
市
茂
菅
四
八
○
　
静
松
寺
内

　
　
　
　
電
（
〇
二
六
二
）
三
二
一
六
四
三
六

全
第3種郵便物

栃
木
県
仏
総
会
開
か

　
栃
木
県
仏
教
会
で
は
、
さ
る
十
月
二
十
五
日

宇
都
宮
市
観
専
寺
太
子
会
館
に
お
い
て
総
会
を

開
催
し
、
永
年
勤
続
住
職
の
表
彰
を
行
な
っ
た
。

　
式
は
中
期
正
浩
副
会
長
（
全
仏
総
務
局
長
）

の
司
会
で
始
め
ら
れ
、
黒
田
白
純
会
長
の
挨
拶

の
あ
と
、
県
内
七
十
歳
以
上
の
住
職
の
う
ち
、

三
十
年
以
上
勤
続
者
五
十
数
名
に
表
彰
状
が
贈

ら
れ
、
全
仏
会
長
佐
藤
泰
臨
機
下
の
祝
辞
を
戴

い
て
、
そ
の
功
を
讃
え
た
。
式
後
、
満
堂
の
聴

衆
を
前
に
仁
亘
出
六
三
郎
早
大
教
授
の
「
科
学

時
代
の
仏
教
」
と
題
す
る
記
念
講
演
が
あ
っ
て

懇
親
会
に
移
っ
た
。

　
全
仏
か
ら
は
麻
布
事
務
総
長
が
出
席
し
た
。

る

全
日
仏
青
講
演
会

　
全
日
本
仏
教
青
年
会
（
理
事
長
増
田
貞
円
氏
）

で
は
、
仏
教
青
年
運
動
推
進
の
一
環
と
し
て
、

さ
る
。
十
月
二
十
三
日
午
後
六
時
置
ら
、
大
阪
御

堂
会
館
に
お
い
て
大
講
演
会
を
開
催
し
た
。

音
楽
家
黛
敏
郎
氏
の
「
日
本
を
思
う
」
、
大

阪
大
名
誉
教
授
犬
養
孝
氏
の
「
万
葉
の
心
」
、

そ
し
て
薬
師
寺
管
長
高
田
好
胤
師
の
「
な
さ

け
」
と
、
三
講
師
に
よ
る
講
演
は
、
会
場
を
う

め
た
観
衆
に
深
い
感
銘
を
与
え
、
盛
会
で
あ
っ

た
。

iお寺に仏旗をかかげよう
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生命科学と仏教

範

一
そ
の
科
学
と
仏
教
の
観
方
1

昭和47年11月1日

　
．
要
す
る
に
人
間
が
ど
う
し
た
ら
解
脱
出
来
る

か
の
問
題
を
解
決
出
来
る
な
ら
、
そ
ん
形
而
学

上
の
問
題
は
ど
う
で
も
よ
い
と
い
う
こ
と
な
の

だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
こ
の
こ
と
は
、
自
然

科
学
が
自
然
科
学
の
立
場
に
お
い
て
究
明
す
る

こ
と
に
対
し
、
こ
れ
を
拒
否
す
る
も
の
で
は
な

い
と
い
う
意
味
に
も
解
さ
れ
な
い
こ
と
は
な

い
。
こ
こ
に
新
し
い
仏
教
学
が
、
科
学
的
な
実

証
や
見
解
を
如
何
に
正
し
く
包
摂
し
て
自
己
の

理
論
を
．
現
代
的
に
展
開
し
、
大
系
づ
け
る
か
の

大
切
な
場
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
勝
又
教
授
は

仏
教
学
と
錐
も
、
そ
の
時
代
を
背
景
と
し
て
表

現
さ
れ
る
理
論
で
あ
り
社
会
的
条
件
の
変
遷
に

伴
っ
て
修
正
す
べ
き
で
あ
り
と
さ
れ
、
宮
本
教

授
も
、
こ
う
し
た
姿
勢
を
仏
教
学
の
発
展
の
上

か
ら
は
採
用
す
べ
き
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る

の
が
注
目
さ
れ
る
。
特
に
最
近
一
部
の
仏
教
を

研
究
し
て
い
る
科
学
思
想
家
の
な
か
に
は
、
「
現

代
物
理
学
が
究
極
的
に
あ
わ
し
つ
つ
あ
る
宇
宙

像
と
一
種
の
認
識
的
ラ
ジ
カ
リ
ス
ト
と
も
い
う

べ
き
仏
教
の
考
え
方
は
、
仮
り
に
そ
れ
が
観
念

論
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
パ
タ
ー
ン
は
極
め
て

類
似
す
る
も
の
が
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
は

真

渓

義

（
下
）

貫

ま
こ
と
に
興
味
深
い
。

　
　
　
　
　
（
4
）

　
す
で
に
「
心
の
座
」
に
関
す
る
歴
史
的
思
想

史
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
現
代
の
脳
研
究
は
非

常
な
発
達
を
見
せ
、
昔
の
哲
学
者
が
「
肝
臓
が

胆
汁
を
分
泌
す
る
よ
う
に
、
脳
は
思
想
を
分
泌

す
る
」
と
言
っ
た
こ
と
が
、
今
や
脳
研
究
に
よ

っ
て
、
そ
の
物
質
的
根
拠
が
順
次
朋
か
に
さ
れ

て
き
た
。
仏
教
で
い
う
対
象
に
接
し
て
心
が
働

く
六
種
の
機
能
に
つ
い
て
も
、
一
応
す
べ
て
あ

る
程
度
の
実
験
を
伴
う
解
明
が
行
な
わ
れ
て
い

る
。
今
こ
こ
で
こ
れ
ら
に
関
す
る
研
究
を
紹
介

す
る
紙
数
が
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
結
論

と
し
て
人
間
の
高
等
精
神
で
あ
る
知
・
情
・
書

す
な
わ
ち
知
と
は
、
知
覚
、
認
識
、
思
考
。
情

と
は
喜
怒
哀
楽
。
意
と
は
意
欲
、
創
造
の
精
神

で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
人
間
の
脳
の
広

い
領
域
に
わ
た
る
連
合
野
で
営
ま
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
脳
の
広
い
領
域

と
い
っ
て
も
個
体
維
持
と
、
種
族
保
存
の
基
本

的
な
生
命
活
動
を
推
進
す
る
欲
求
心
を
形
成
す

る
本
能
と
呼
ば
れ
る
「
食
」
と
「
性
」
と
「
群

居
」
の
「
心
の
座
」
は
主
と
し
て
大
脳
辺
縁
系

に
有
し
、
所
謂
高
等
な
精
神
活
動
は
、
視
床
を

含
め
た
大
脳
皮
質
全
体
の
基
盤
の
上
に
立
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
分
業
体
制
を
確
立
し
な
が
ら
行
な

わ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
5
）

　
こ
の
よ
う
に
「
精
神
の
座
」
が
脳
の
物
質
的

所
産
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
と
実
も
蓋
も
な
い

味
気
な
さ
を
感
ず
る
に
違
い
な
い
。
事
実
ウ
ィ

ー
ナ
ー
博
士
の
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
理
論
に

よ
れ
ば
、
科
学
は
精
神
を
創
造
す
る
こ
と
が
可

能
だ
と
し
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
・
ス
ミ
ス
博
士
（
哲

学
）
に
よ
れ
ば
、
科
学
は
生
命
を
創
造
す
る
こ

と
が
出
来
る
と
い
う
。
な
る
ほ
ど
今
日
で
は
ア

ミ
ノ
酸
の
合
成
が
可
能
に
な
っ
た
し
、
こ
の
合

成
に
よ
っ
て
高
分
子
の
蛋
白
質
が
作
ら
れ
て
来

る
と
生
命
現
象
の
創
造
も
可
能
か
も
知
れ
な
い

し
、
ト
ラ
ン
キ
ラ
イ
ザ
ー
の
よ
う
な
薬
物
に
よ

っ
て
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
販
る
こ
と
も
出
来

る
。
そ
し
て
ま
た
行
動
科
学
に
よ
っ
て
他
人
に

自
分
の
望
む
行
動
を
取
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
る

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
現
在
最
も
優
秀
な
電
子

計
算
器
は
、
約
六
ト
ン
の
重
量
と
、
十
立
方
メ

ー
ト
ル
の
容
積
で
四
千
ワ
ッ
ト
の
電
力
を
消
費

す
る
が
、
こ
れ
は
人
間
の
悩
の
数
千
倍
の
大
き

さ
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
数
千
人
分
の
計
算

が
で
き
る
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
は
論
理
機
能
し
か
備
え
て
い
な
い
の
で

知
性
は
ゼ
ロ
に
近
い
。
特
に
人
間
の
持
つ
セ
ル

フ
デ
タ
ー
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
自
律
性
）
は
ど
ん
な

機
械
も
こ
れ
を
持
つ
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

ま
た
如
何
な
る
機
械
も
、
生
物
も
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
今
さ
ら
言
う
ま
で
も

な
い
が
、
す
べ
て
の
生
物
は
そ
の
化
学
的
一
様

性
の
一
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
運
搬
に
ア
デ
ノ

シ
ン
⊥
ニ
リ
ン
酸
（
A
T
P
）
が
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
．

し
た
が
っ
て
人
間
の
場
合
も
、
体
内
で
ブ
ド
ウ
・

糖
を
燃
し
て
作
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
一
度
A
．

T
P
の
形
に
変
え
て
蓄
え
る
。
し
か
も
、
こ
れ
．

は
化
学
的
反
応
で
あ
っ
て
熱
力
を
必
要
と
し
な

い
。
さ
ら
に
ま
た
、
細
胞
が
生
き
て
い
る
限
り

自
分
で
充
電
を
続
け
て
い
て
、
細
胞
膜
が
イ
オ

ン
を
濃
度
の
低
い
液
か
ら
濃
い
側
へ
と
運
び
続

け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
生
物
電
池
は
全
く
の

無
公
害
で
あ
っ
て
、
こ
の
生
物
電
池
の
充
電
の

た
め
に
す
る
輸
送
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
前
記
の
A
T

P
で
あ
る
。
つ
ま
り
細
胞
膜
は
A
T
P
の
化
学

的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
電
気
的
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
変
え
情
報
処
理
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
特
に
神
経
細
胞
膜
は
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー

や
ダ
イ
オ
ー
ド
に
似
て
い
る
と
し
て
も
、
人
工

素
子
に
は
不
可
能
な
特
性
を
持
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
脳
の
細
胞
は
、
星
状
ダ
リ
ヤ
と
、
希
突
細

胞
を
含
め
て
一
四
〇
億
と
い
わ
れ
、
そ
の
う
ち

四
億
の
神
経
細
胞
は
、
ダ
リ
ヤ
と
希
突
に
護
ら

れ
て
い
て
、
神
経
細
胞
は
、
再
生
は
し
な
い
が
、

他
の
細
胞
が
こ
れ
を
補
な
う
こ
と
が
出
来
る
仕

組
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
よ
う
な

神
秘
に
も
近
い
脳
の
構
成
と
仕
組
を
、
果
し
て

人
工
的
に
合
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う

か
。
し
か
も
一
四
〇
億
個
の
脳
細
胞
に
一
々
微

少
電
極
を
あ
て
て
実
験
し
、
あ
る
い
は
算
え
る

と
な
る
と
三
百
年
は
か
か
る
で
あ
ろ
う
と
言
わ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
故
に
「
脳
は
思

想
を
分
泌
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
物
質

的
根
拠
の
究
明
を
吾
々
は
拒
否
す
る
も
の
で
は

『6一
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さ
ら
さ
ら
な
い
。
た
だ
、
問
題
は
脳
は
脳
だ
け
で

存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
脳
そ
の
も
の
も
幾

多
の
物
質
の
相
関
関
係
に
お
い
て
働
き
を
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
物
質

と
は
何
か
生
命
と
は
何
か
、
さ
ら
に
宇
宙
と
は

何
か
、
こ
れ
ら
を
流
れ
る
現
象
展
開
の
法
則
の

よ
う
な
も
の
が
科
学
的
に
解
明
さ
れ
る
こ
と
が

要
請
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
仏
教

の
「
法
」
や
「
業
」
の
思
想
が
問
題
に
さ
れ
て
よ
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
宇
宙
科
学
の
分
野
で

も
、
宇
宙
は
”
果
し
な
き
有
限
”
で
あ
る
と
い

う
。
現
在
銀
河
系
の
生
き
た
化
石
と
も
い
わ
れ

て
い
る
球
状
星
団
は
、
今
、
そ
の
寿
命
一
五
〇
億

痒
を
終
了
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

し
た
が
っ
て
原
始
宇
宙
が
生
ま
れ
た
の
は
一
五

〇
億
年
前
で
あ
り
、
現
在
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ

て
い
る
星
雲
は
、
互
に
触
れ
合
う
く
ら
い
に
小

さ
な
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
一
〇
〇
億
年
前
く

ら
い
か
ら
宇
宙
の
膨
脹
が
は
じ
ま
り
、
現
在
も

な
お
膨
脹
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
な
か

で
星
は
死
し
、
ま
た
新
星
が
生
ま
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
吾
々
の
地
球
も
物
質
の
流
転
の
途
上

に
お
い
て
一
つ
の
星
と
し
て
生
ま
れ
た
太
陽
の

惑
星
と
し
て
生
ま
れ
五
十
億
年
前
に
生
ま
れ
た

も
の
だ
と
い
わ
れ
る
。
そ
う
考
え
て
見
る
と
、

地
上
に
発
生
し
た
生
命
、
し
た
が
っ
て
す
べ
て

生
物
、
そ
し
て
吾
々
人
間
の
体
の
中
に
は
曽
て

天
空
に
輝
い
て
い
た
星
の
物
質
を
内
蔵
し
て
い

る
と
い
う
極
め
て
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
理
論
が
成

立
す
る
し
、
地
球
上
に
お
い
て
二
十
五
億
年
以

上
も
か
か
っ
て
原
始
地
球
の
表
面
に
存
在
し
た

材
料
か
ら
生
命
が
誕
生
し
、
さ
ら
に
そ
の
生
命

が
、
逐
に
百
万
年
前
に
人
間
に
ま
で
進
化
し
た

と
い
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
長
い
年
月
の
所

産
と
し
て
の
脳
の
構
造
が
、
物
質
的
所
産
と
し

て
の
み
の
一
一
だ
け
で
「
精
神
の
座
」
が
簡
単

に
解
明
で
き
る
か
ど
う
か
は
誰
し
も
疑
問
と
す

る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
生
物
は
外
界
の

条
件
に
よ
っ
て
適
応
し
な
く
な
っ
た
も
の
は
絶

滅
し
て
新
た
に
適
応
す
る
者
が
現
わ
れ
進
化
が

起
る
の
が
曲
げ
る
こ
と
の
出
来
な
い
原
則
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
現
在
の
人
間
を
め
ぐ
る
環
境

そ
し
て
、
現
在
の
方
式
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

（
食
物
を
含
め
て
）
の
限
界
が
見
え
て
い
る
と

き
、
　
「
種
」
と
し
て
の
人
類
が
果
し
て
存
続
し

得
る
の
か
ど
う
か
。
ま
た
現
在
の
脳
生
理
学
が

解
明
し
た
「
精
神
の
座
」
の
解
明
は
永
久
的
に

不
変
で
あ
る
の
か
ど
う
か
。
こ
の
よ
う
な
事
態

を
迎
え
た
現
代
に
お
い
て
、
単
に
諸
行
は
無
常

で
あ
る
と
販
り
す
ま
し
て
は
い
ら
れ
な
い
し
、

「
精
神
の
座
」
は
脳
と
い
う
物
質
的
所
産
で
あ

る
と
だ
け
に
割
切
っ
て
は
お
ら
れ
な
い
こ
と
を

深
く
銘
記
す
べ
き
だ
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
「
精

神
の
座
」
を
広
い
領
域
の
脳
に
あ
る
と
す
る
科

学
も
、
誕
生
が
あ
っ
て
老
病
死
が
あ
り
故
に
苦

悩
が
あ
り
、
そ
の
苦
悩
は
欲
望
に
な
り
、
こ
れ

を
超
克
す
る
こ
と
が
仏
教
で
あ
る
と
す
る
理
論

も
、
結
局
は
個
々
の
人
間
を
超
え
、
　
「
種
」
と

し
て
の
人
類
が
た
く
ま
し
く
生
き
の
び
、
限
り

な
く
創
造
し
て
い
く
願
望
を
実
現
し
て
い
く
原

理
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
科
学
も
、

仏
教
も
同
様
な
目
的
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
が
ま
た
生
命
を
尊
重
し
、
愛
惜
す
る
人
間
の

本
質
と
意
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

以
上
は
限
ら
れ
た
紙
数
の
な
か
で
、
す
べ
て
要

約
し
た
単
な
る
「
精
神
の
座
」
に
つ
い
て
の
一

つ
の
、
そ
し
て
貧
弱
な
視
座
に
す
ぎ
な
い
こ
と

を
付
言
し
た
い
。
　
（
全
仏
文
化
専
門
委
員
長
）

紀
要
を
刊
行

　
　
　
「
生
命
科
学
と
仏
教
」

　
時
仏
、
国
際
仏
教
交
流
セ
ン
タ
ー
共
催
の
も

と
に
昨
年
八
月
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
生

命
科
学
と
仏
教
」
の
会
議
記
録
が
こ
の
ほ
ど
紀

要
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

あ
な
た
も

　
紀
要
の
内
容
は
、
江
上
不
二
夫
氏
（
三
菱
化

成
生
命
科
学
研
究
所
長
）
の
「
自
然
科
学
的
生

命
観
」
、
西
義
雄
師
（
東
洋
大
名
誉
教
授
）
の

「
仏
教
の
生
命
観
」
、
千
谷
七
郎
氏
（
東
京
女

子
医
大
教
授
）
の
「
自
然
哲
学
的
生
命
観
－
意

識
と
生
命
一
」
の
三
つ
の
基
調
講
演
と
、
出
席

学
者
二
十
数
名
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
成

っ
て
い
る
。

　
な
お
、
紀
要
O
希
望
の
方
は
、
全
仏
組
織
文

化
局
ま
で
。
実
費
に
て
頒
布
（
五
百
円
）
。

ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
遺
跡
へ
ど
う
ぞ

視
察
団
員
を
募
集
中

　
了
承
九
月
号
既
報
の
よ
う
に
、
現
在
全
廃
で

は
ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
遺
跡
視
察
団
員
を
募
集
し
て

い
る
。

　
ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ジ
ャ
ワ

島
に
あ
る
世
界
最
大
の
仏
跡
で
、
約
一
千
年
前

に
建
設
さ
れ
て
以
来
、
今
日
で
は
風
化
が
激
し

く
崩
壊
の
危
機
に
瀕
し
て
お
り
、
最
近
ユ
ネ
ス

コ
が
保
全
と
修
理
に
の
り
出
し
て
い
る
。

　
視
察
団
は
明
年
二
月
二
十
六
日
東
京
を
発
っ

て
、
ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
遺
跡
を
視
察
す
る
と
共
に

バ
リ
島
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
も
そ
れ
ぞ
れ
二
、

三
泊
し
て
三
月
八
日
置
帰
国
す
る
、
十
泊
十
一

泊
の
ス
ケ
ジ
ェ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
脚
光
を
浴
び
て
い
る
古
代
仏
教
徒
の
信

仰
遺
産
を
巡
拝
す
る
絶
好
の
機
会
に
、
是
非
多

数
の
方
々
の
御
参
加
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

O
費
　
　
用
　
二
十
八
万
円

O
申
込
締
切
　
十
二
月
二
十
日

○
申
込
先
四
仏
国
際
局

　
詳
細
等
お
問
合
わ
せ
は
全
仏
国
際
局
ま
で
、

要
項
、
申
込
用
紙
等
お
送
り
し
ま
す
。

ポ
器
官
ラ
仏
教
展
示
会
へ
出
展

ー
ネ
パ
ー
ル
ー

　
ネ
パ
ー
ル
国
ポ
カ
！
う
に
お
い
て
十
一
月
十

日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
二
週
間
、
仏
教
関
係

展
示
会
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
展
示
会
の
開
催

に
あ
た
り
、
外
務
省
を
通
じ
て
緊
急
に
二
仏
宛

に
日
本
の
仏
教
事
情
（
生
活
、
習
慣
、
寺
院
風
景

等
）
を
紹
介
す
る
展
示
品
の
寄
贈
依
頼
が
あ
り

全
仏
で
は
た
だ
ち
に
関
係
各
方
面
の
協
力
を
得

て
ポ
ス
タ
ー
、
写
真
、
書
籍
等
の
展
示
品
を
十

月
下
旬
、
ネ
パ
ー
ル
国
へ
送
っ
た
。
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宗
教
法
人
審
議
会
委
員
任
命
さ
る

第
十
一
期
宗
教
法
人
審
議
会
委
員
は
、
文
化

庁
よ
り
昭
和
四
十
七
年
九
月
十
一
日
付
を
も
つ

て
左
記
の
通
り
任
命
さ
れ
た
。

　
塙
　
瑞
比
古
（
神
社
本
庁
事
務
総
長
）

築山品柴白
山田田田井

光
男
（
神
社
本
庁
事
務
副
総
長
）

道
守
（
実
行
教
管
長
）

聖
平
（
神
道
大
教
管
長
）

義
道
（
曹
洞
宗
宗
務
総
長
）

定
誉
（
真
言
宗
豊
山
派
宗
務
総
長
）

隠
7
1
・
1
≡
1
婁
≡
鱒
1
｛
・
｝
一
一
＝
1
ξ
4
三
≡
＝
尋
畳
≡
〒
1
轟

脚
事
務
総
局
録
事
（
＋
月
）

輔
百
皇
日
全
仏
青
森
套

…
舗
罫
謁
．
ア
仏
教
会
代
表
来
局
…

糊
＋
百
ネ
パ
ル
、

皿
　
　
　
　
大
会
挨
拶
廻
り
　
　
　
　
　
　
㎜

輔
＋
八
日
局
内
会
議

一二

{
三
日

　
二
十
五
日

　
二
十
六
日

輔
二
＋
七
日

1

縣
1
1輔　二

十
九
日

淋
1
酋
豆
■
冒
＝
＝
量
7
7
1
＝
＝
■
髪
≡
鱒
7
▼
7
已
■
躍
＝
f
7
曾
●
且
≡
爾
■
■
7
？
3
・
6

　　

@　

@　

@　

@　

　　

@　

@　

@　

@　

　　

@　

@　

@　

@　

　　

@　

C
ン
ド
大
使
館
蕊

　　

@　

@　

@　

@　

倣
難
瀬
席
（
麻
布
…

霧
総
長
）
　
　
脚

騰
鍵
案
起
草
養
会
…

鑓
舗
即
席
（
新
間
㎜

嚢
北
山
主
事
）
　
㎞

昭
四
十
七
年
十
一
月
一
日
発
行

一
文

滝安工
沢斉藤

堀久田丁丁
　保中本田

』
＝
噛
p
『
≡
＝
b
」
『
≡
＝
－
D
一
「
＝
朧
＝
り
一
一
＝
一
≡
『
ρ
3
。
二
≡
：
一
：
鴨
≡
＝
口
一
二
≡
騨
．
幽
藺
．
亀
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昭
和
四
十
八
年
版

仏
教
徒
手
帳

全
仏
総
務
局
で
は
、

…
必
携
「
全
仏
手
帳
」
を
左
記
要
領
に
て
、

　
十
一
月
初
旬
に
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
…

　
し
た
。
お
串
込
み
は
、

…
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
ノ
五
ノ
五

＝
）
ま
で
。

体
裁
表
紙
内
容

　
　
定
価

」
竃
」
「
昌
嵩
一
畳
，
ヂ
島
冨
一
竃
．
”
「
島
騨
≡
－
脚
ξ
き
≡
一
」
一
「
職
昌
＝
電
，
」
」
≡
胃
の
一
畳
＝
鱒
≡
．
口
，
制

　
発
行
人
　
麻
　
布
　
照
　
海
　
　
　
編
集
人

　
　
　
化
庁
i

義
修
（
本
願
寺
築
地
別
院
輪
番
）

　
伸
（
上
智
大
学
教
授
）

　
清
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会
幹

　
　
事
）

長
治
（
円
応
教
教
主
）

武
保
（
妙
町
会
教
団
理
事
長
）

義
男
（
交
化
財
保
護
審
議
会
会
長
）

正
幡
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

一
郎
（
成
城
大
学
教
授
）

　
　
申
込
み
受
付
中
　
…

　
　
　
　
　
来
年
度
の
仏
教
徒
川

　
　
　
　
　
全
山
総
務
局
（
東
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
一
㎜

　
縦
十
二
・
二
㎝
×
横
八
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◆ボロブドール遺跡視察団◆インド美術・音楽研修旅行

岩
脇
宏
信

一ボロブドールとバリ島を含む一アジャンタ・エローラ・サンチを含む

主催　財団法人全日本仏教会
主催　財団法人　日印協会

期間　昭和48年2月26日～3月8日

期間　昭和47年12月25日～昭和48年1月7日

参加費用　280，000円

参加費用　297，000円

国際旅行業協会会員
運輸大臣登録一般154号

資料のご請求、お問い合せば

搬博多貿誹レラペル

東京都港区南青山5丁目6番20号（千成ビル）

電話407－3612（代）・400－5100郵便番号107

千代田トラベルまで
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